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ネパール眼科医療システム強化プロジェクト：
                                                            2007.2.1. 開始　～ 2009.3.31 までの成果総括

眼科医

眼科助手

・最新手術技術を習得した指導眼科医が 4名育成された。

・研修所がカトマンズとポカラの 2か所に設置された。

・セミナー受講医師数：98 名の眼科医（現役で活動している眼科医数）

・6回の研修で 10 名が研修を受講し、5名が独立して手術を行う事が出来るようになった。

∗ネパールで超音波白内障手術研修をする意義：

・白内障は、ネパールでは失明原因のトップで、60％に至る。

・白内障手術のより進んだ治療技術への需要が高まっている。

・超音波白内障手術を学ぶ機会が眼科医に無い為、ほとんどの病院ではこのサービスを行っ

ていない。

・指導眼科助手が 5名育成された。

・指導眼科助手によるセミナー開催数：10 回

・セミナー受講眼科助手数：62 名

・セミナー受講後の眼科助手に対する病院上司からの評価：特に「屈折矯正研修」と「手

術室助手管理研修」では、研修後効果が著しく現れた。

ヘルスポスト（保健所）医療従事者

・コミュニティー担当の専門眼科助手が 12 眼科病院にそれぞれ１名育成された。

・16 郡の保健所の医療従事者に基礎眼科の研修を実施した。

・病院で開催されたセミナーに 416 名の保健所医療従事者が受講。
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④  その他

a) 研修用医療機材の点検と評価：エクスター（株）の技術者にネパールを訪問して頂き、 

　寄贈した医療器材の現在の稼働状況点検と評価を実施。寄贈先の病院から古くて使用出来

　ないと言われていた寄贈機材は消耗品の種類を変えれば 2－3年使えることがわかった。

　スペアーの補充が必要なものもあったが、その他の機材は良好であった。また、日々の器

　具の管理の指導も行って頂いた。

b) サリヤンアイキャンプで献身的に協力してくれたダン郡ラプティ病院のビスタ医師の初

　来日招聘は日本眼科国際医療協力会議の手配により実現し、2009 年 2 月には、串本リハ

　ビリテーションセンター、あさぎり病院、眼科松本クリニック、井上眼科病院などで研修

　を受けてもらった。日本滞在の経費のほとんどは AOCA 理事が負担し、AOCA 事務局への負

　担は無かった。
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2. アイキャンプ事業

　アイキャンプとは病院や医師のいない地域に日本から医療チームを派遣し、白内障手術を中心

とした医療を無料で行う活動です。AOCA の行っているアイキャンプは日本の病院で行うのとほと

んど同レベルの高い技術と清潔度で行っています。

インド・ダラムサラでのアイキャンプ

　ＮＰＯ波百流から受け継いだ事業。ダライラマ 14 世の住むダラムサラに於いてチベット難民

の為のデレク病院などと協力して行う事業。

実施期間：　2008.12.28 ～ 2009.01.05

隊長：籠谷保明　（市立小野市民病院）

医師：柏瀬光寿（柏瀬眼科）

　　　岡田明（公立甲賀病院）

　　　浅野宏規（虎ノ門病院）

看護師：川邨夫美子（介護付き有料老人ホームあおい）

        藤原直美（市立小野市民病院）

医療機器技術員：中藤俊一

ボランティア：古寺瑞代、　安嶋郁子

外来数：400 名余り　　　手術数：77 例

ネパール・サリヤンでのアイキャンプ

　今迄行ってきたチャリコットとボジュプールのアイキャンプは多人数の日本隊派遣は中止する

ことにしました。それは、それぞれルンビニ病院、ゴール病院のスタッフが地域のプライマリア

イケアセンターを使用して、年一回のアイキャンプを行う事になった為。

今回のアイキャンプは初めての地 , ネパール南西部の山岳僻地サリヤン郡、サリヤンで行われた。

実施期間： 2008.12.31 ～ 2009.1.2　（移動日を含まず）

隊長： 松本英樹（眼科松本クリニック）

医師： 池田欣史（鳥取大学医学部付属病院）

 植田良樹（市立長浜病院）

 山下理恵子（戸田中央総合病院）

 森山　涼（井上眼科病院）

看護師：田村佳子（順天堂大学付属順天堂病院）

   沼田美紀（筑波大学付属病院）

撮影スタッフ：井口博之（東淀鋼材株式会社会長）

ダン郡ラプティ病院のビスタ医師等ネパール人チームの応援も含めた。

外来数：1207 人　　　白内障手術数：209 例

サリヤン赤十字も援護してくれた。
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Ⅲ.AOCA 事務局

Ⅳ. 機械・器具・消耗品の寄贈　受入

　幾度かの変遷の後、現在西宮の事務局は小野智巳女氏を迎え、田中洋子女氏と二人体制になっ

ており、必要に応じて税理士事務所から専門家の応援を得て実務を行っている。

（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日）

寄贈月 製品名 数量 寄贈者名 設置月 設置先または保管先
H20.5月 マイクロチップ・スリーブ 2 獨協医科大学 H20.6月 ネパール

超音波断層撮影機、
眼軸長測定器、プリンター

H20.7月 スリットランプ 1 日本眼科国際協力会議 H20.7月 ネパール

H20.7月 森脇眼科クリニック H20.7月 ネパール各1

1. 機械・器具

2. 手術消耗品

寄贈月 製品名 寄贈者名 消費場所
H20.10月 眼科用針付縫合糸 マニ―（株） ダラムサラ、サリヤン
H20.10月 眼科ナイフ マニ―（株） サリヤン
H20.12月 オペガンハイ 参天製薬（株） ダラムサラ、サリヤン
H20.12月 オペガン 参天製薬（株） ダラムサラ、サリヤン
H20.12月 クラビット点眼薬 参天製薬（株） ダラムサラ
H20.12月 眼内レンズ 参天製薬（株） サリヤン
H20.12月 クレッセントナイフ・ベベルアップ 日本アルコン（株） ダラムサラ、サリヤン
H20.12月 スリットナイフ（ケラトーム） 日本アルコン（株） ダラムサラ、サリヤン

眼内レンズ
SA60AT（パワー各種）

H20.12月 オフサルミックナイフ 22.5 日本アルコン（株） サリヤン
H20.12月 スリットナイフ　3.0mm曲（サテン）日本アルコン（株） サリヤン

クレッセントナイフ曲（サテン）
ベベルアップ
ＩＯＬデリバリー
システムカートリッジＢ

H20.12月 プロビスク　0.85 日本アルコン（株） サリヤン
H20.12月 ベガモックス点眼液　0.5% 日本アルコン（株） サリヤン
H20.12月 ヒーロンV　 エイエムオー・ジャパン（株） ダラムサラ
H20.12月 ヒーロン　　0.85ml エイエムオー・ジャパン（株） サリヤン
H20.12月 眼内レンズ エイエムオー・ジャパン（株） サリヤン
H20.12月 眼内レンズ ＨＯＹＡ（株） ダラムサラ、サリヤン
H20.12月 眼内レンズ （株）ニデック サリヤン
H20.12月 リノロサール わかもと製薬（株） サリヤン
H20.12月 オフテクター点眼液 わかもと製薬（株） サリヤン
H20.12月 オペリード 千寿製薬（株） サリヤン
H20.12月 ピマリシン 千寿製薬（株） サリヤン
H20.12月 アイドレープ・ガウン 井上眼科医院 サリヤン

サリヤン

H20.12月 日本アルコン（株） サリヤン

H20.12月 日本アルコン（株） サリヤン

H20.12月 日本アルコン（株）
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Ⅴ. その他

　その他の事業（以前の‘収益事業’が法律改正による表現方法の変更により‘その他事業’

となりました）

1. バザー等の収益金

　平成 20 年 10 月　NPO フェスタにてバザー参加　　主催：西宮市・スピリッツ実行委員会

　　　　　　　　売上 102,262 円

　西宮市 2008 年スピリッツ実行委員会は NPO まつり 5周年記念として、「NPO 等市民活動団体

　ガイドブック みんなのチカラ in にしのみや 2009」を発行。AOCA も紹介されている。

　その他　チベット難民支援チャリティーコンサートも行われました。

2. 視聴覚セミナーイベント「Eye Talk サロン」‐メガネの田中主催啓蒙型催事

　平成 20 年 9 月　芦屋　－　セミナー講師：松田理事

　平成20年 10月　和歌山－ セミナー講師：松本理事　　セミナー講師料　450,000円（2名分）

3. 図書の販売

「ビルガンジ通信」飽浦淳介著　　1,300 円

4. レンズクリーナーの設置と販売

　　主に兵庫県・大阪府眼科医会などの諸先生方のご協力を得て、病院や診療所に設置してい

　ます。また、設置回収には、（株）サンコンタクトレンズの全面的ご援助で実施しています。

その他

1.ＰＲ活動

平成 20 年４月 平成 19 年度（2007 年度）アイキャンプ報告の発行　　1600 部

平成 20 年 8 月 平成 19 年度（2007 年度）事業報告書（No.35）の発行　1000 部各　A4 版　

平成 21 年 2 月 AOCA リーフレット修正版印刷　　2000 部

2. 会議・会合

a. 平成 19 年度（2007 年度）定期総会の開催

　　平成 20 年 5 月 24 日（土）5:00PM ～ 6:50PM　西宮市上甲子園センター

b. 役員会・理事会の開催

　　平成 20 年 5 月 24 日（土）2:30PM ～ 4:30PM　 西宮市上甲子園センター

　　平成 21 年 2 月 7 日　（土）16:30PM ～ 18:00PM 大阪駅前第 1ビル 2F　201 号室

c. 平成 20 年度アイキャンプ壮行会 

　　平成 20 年 12 月 6 日（土）19:00 ～ 21:30　ごだいご OS ビル

d. 平成 20 年度アイキャンプ報告会　

　　平成 21 年 2 月 7 日　（土）18:00PM ～ 19:30PM  大阪駅前第 1ビル 2F　202 号室

3. 募金箱設置

　鳥取県の数か所に新たに募金箱を設置と共にポスター、AOCA リーフレットの配布をしても

　らったおかげで、AOCA の活動に賛同してもらい新規の寄付も頂きました。

4.会費の年 1回自動引落し開始　平成 20年 8月。今年度も引続き同様の案内を送付予定です。
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Ⅵ. 会員・寄付者の状況 （2009 年 3月 31 日現在）

正会員数：269

賛助会員数：177

寄付者：420　（機械・器具などの寄贈者を含まず）
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2009 年度事業計画 2009 年 4 月 1日～ 2010 年 3月 31 日

Ⅰ.JICA 委託事業

Ⅱ. アイキャンプ事業

　2007 年 2 月から実行中の JICA（日本の ODA）の委託事業も最終年度を迎え、引き続きネパー

ルでの

① 眼科医への超音波白内障手術の指導・手術技術の確立

② 眼科助手（OA）の技術指導・技術向上

③ ヘルスポスト（保健所）スタッフへのプライマリ・アイ・ケア（基礎眼科教育活動）

の活動を支援していきます。

　眼科医の為の日本人医師（独協医科大学松島助教授および永田医師）による講演とフェイコ（超

音波白内障）ライブ手術を2009年5月末ネパールで行います。現地費用は一部AOCA負担。さらに、

9月中旬には広島大学眼科・木内良明教授による講演と超音波白内障ライブ手術も予定していま

す。

　JICA より、活動対象地域をカトマンズ、ポカラだけでなく、ゴルカ郡、ドラカ郡も加える事

が可能だという安全管理基準見直し回答がネパール事務所経由で AOCA に届きました。両郡で保

健所スタッフ研修を 4月、5月と実施予定。

　現地で我々のアイキャンプを待っている患者がいるので、2009 年度もネパールとインド・ダ

ラムサラで例年通り行う計画です。

　インド・ダラムサラでは、郵政公社・ボランティア貯金から YAG レーザーの購入費用がおり

たので、現地の事情により、設置場所を当初のデレク病院ではなく Zonal 病院にして手配を進

めていく予定です。

Ⅲ. その他

　厳しい一般の経済情勢の影響も受けて、寄付金収入は減少してきているので、AOCA の活動に

賛同・支援して頂く為に地道な努力を続けていきます。
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決算書

→次ページへ続く

科  目 2008年度予算 2008年度決算 2009年度予算 備考 
 (資金収支の部)          
 Ⅰ経常収入の部         

会費収入 3,300,000  3,025,000  2,900,000    
正会員会費収入 2,000,000  1,880,000  1,800,000    
賛助会員会費収入 1,300,000  1,145,000  1,100,000    

事業収入 15,037,000  12,942,000  11,732,000    
アイキャンプ活動収入 50,000       
草の根技術協力事業委託料収入（JICA） 14,987,000  12,942,000  11,732,000    

補助金等収入 2,850,000  2,879,121  5,042,000    
国庫補助金収入(日本郵政公社） 2,350,000  2,379,121  4,542,000    
民間補助金収入（日本眼科医会） 500,000 500,000 500,000   

寄付金収入 19,950,000  7,809,809  6,500,000    
寄付金収入 18,250,000  7,530,809  6,500,000    
基金 1,700,000  279,000     

雑収入 450,000 895,550 500,000  
受取利息   3,931     
雑収入 450,000 624,062 500,000   
為替差益   267,557     

経常収入合計 41,587,000  27,551,480  26,674,000    
 Ⅱ経常支出の部         

事業費 27,182,000  20,183,538  17,400,000    
●草の根技術協力事業支出（JICA）  16,942,000  12,947,765  11,732, 000   
●アイキャンプ活動費 3,880,000  2,796,161  4,542,000    
●ナラヤニフェーズアウトプログラム         

 ゴール病院支援支出 1,260,000  1,160,126  91,000   
 ケディア病院支援支出 0 113,000     
 ニジガル支援支出 370,000 243,929 167,000   
 ボジプール支援支出 710,000 358,723     
●リサーチ活動他   810,000 654,231 168,000   
●現地支援事業支出   3,210,000  1,909,603  700,000   

管理費 16,451,000  13,295,701  10,709,000    
●ネパール事務所管理費 2,560,000  2,892,990  2,076,000    

●日本事務局管理費 13,891,000  10,320,711  8,551,000    
給料手当 7,300,000  4,173,448  1,613,000  以下はネパー

ル事務所・ 
日本事務局の

合算 

賞与 100,000 84,953 239,000 
雑給 10,000 9,198 16,000 
法定福利費 1,320,000  318,409 300,000   
福利厚生費 280,000 153,930 150,000   
会議費 60,000 13,640 10,000   
旅費交通費 1,370,000  880,592 355,000   
出張旅費 130,000 74,916 100,000   
通信費 1,140,000  776,943 786,000   
広告宣伝費 0 2,100 2,000   
消耗品費 430,000 408,989 420,000   
修繕費 100,000 127,840 70,000   
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新聞図書費 20,000 7,452 7,000   
印刷製本費 670,000 704,456 670,000   
燃料費 110,000 112,709 110,000   
車両費 250,000 137,141 125,000   
水道光熱費 230,000 136,636 140,000   
地代家賃 816,000 816,000 816,000   
会場費 40,000 37,800 40,000    
リース料 378,000 378,000 378,000   
保険料 40,000 55,912 50,000   
諸会費 40,000 42,700 43,000   
顧問料 420,000 411,125 600,000   

支払手数料 150,000 2,514,350  3,304,000  派遣社員人件費を含む 
租税公課 630,000 2,400 203,000   
雑費 327,000 57,795 50,000   
為替差損   653,287     
配送運搬費   36,980 30,000   
退職金   84,000     
●法人税、住民税及び事業税 90,000 82,000 82,000   

経常支出合計 43,633,000  33,479,239  28,109,000    
経常収支差額 - 2,046,000  - 5,927,759  - 1,435,000    
Ⅲその他資金収入の部         

その他資金収入の部合計  0 0 0   
Ⅳその他資金支出の部         

その他資金支出の部合計 0 0 0   
その他収支差額  0 0 0   
当期収支差額 - 2,046,000  - 5,927,759  - 1,435,000    
前期繰越収支差額 8,217,460  8,217,460  2,289,701    
次期繰越収支差額 6,171,460  2,289,701  854,701   
     
(正味財産増減の部)          
Ⅴ正味財産増加の部         

資産増加額   22,051,211      
当期収支差額   0      
寄贈品受贈額   22,051,211      

正味財産増加額計   22,051,211      
Ⅵ正味財産減少の部         

資産減少額   29,026,239      
当期収支差額   5,927,759      
寄贈品消費額   21,945,391      
什器備品減価償却額   569,960     
医療器材減価償却額（JICA)    483,129     
権利金償却額   100,000     

正味財産減少額計  29,026,239    
当期正味財産増減額   - 6,975,028      
前期繰越正味財産額   14,039,60 8     
期末正味財産合計額   7,0 64,580     
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会長  西田　多戈止 一燈園当番

理事長  飽浦　淳介 串本リハビリテーションセンター所長

副理事長 黒田　真一郎 永田眼科院長

  原　吉幸 住友病院眼科部長

理事  井口　博之 東淀鋼材株式会社会長

  岩橋　明子 日本ライトハウス会長

  植木　麻理 大阪医科大学付属病院眼科

  籠谷　保明 市立小野市民病院眼科部長

  黒住　淑子 故黒住格前理事長夫人

  内藤　毅 徳島大学医学部眼科准教授

  二宮　俶子 二宮眼科院長

  橋本　勝利 音戯工房代表

  牧野　芳久 牧野眼科クリニック院長

  松田　聡 仲上アイクリニック院長

  松本　英樹 眼科松本クリニック院長

監事  大橋　敏夫 （株）サンコンタクトレンズ代表取締役

  藤原　りつ子 あさぎり病院会長
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顧問  井浪　智夫 （株）イナミ代表取締役

  小澤　素生 （株）ニデック代表取締役社長

  可児　一孝 滋賀医科大学眼科名誉教授

  湖崎　克 湖崎眼科アクティ大阪分院長

  雑賀　司珠也 和歌山県立医科大学教授

  塩田　洋 徳島大学名誉教授

  藤堂勝巳 兵庫県眼科医会会長

  中島　章 順天堂大学眼科名誉教授

　　  服部　吉幸 大阪府眼科医会会長

  安井　多津子 安井眼科診療所院長

  山口　洋徳 （株）はんだや代表取締役

　

名誉会員 岩橋　英行 ＡＯＣＡの提唱者（昭和 46 年 1 月 7 日付　朝日新聞紙上）

    元世界盲人福祉協議会副会長（WBWC）・元日本ライトハウス理事長

    ＡＯＣＡ初代理事長（昭和 47 年 4 月～昭和 57 年 1 月）

  高橋　幸男 元日本眼科医会副会長・元大阪府眼科医会会長

    ＡＯＣＡ第二代理事長（昭和 57 年～昭和 63 年）

  黒住　格 元市立芦屋病院診療局長・眼科部長

    ネパール眼科医会名誉会員

    ＡＯＣＡ第四代理事長（平成 7年～平成 14 年 3 月）

  樋口　雄二 元大阪府眼科医会理事　・　ミャンマー担当

  立林　和枝 元眼科松本クリニック看護師長
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